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ＪＥＣの源流と歴史的遺産 １ 

－三つの要素とＪＥＣ－ 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

■ＪＥＣ理解の鍵 

日本福音教会（ＪＥＣ）は、英語でジャパン・エバンジェリカル・チャーチー

ズと表現されます。「日本」と「教会」の部分は分かりやすいのですが中心にある

「福音（エバンジェリカル）」という部分はあまり理解されていません。しかし、

この部分を正しく理解することこそがＪＥＣ理解の鍵なのです。 

 

■ＪＥＣの全体像 

目の見えない三人が象の一部分を触って「象とはホースのようなものだ」「象と

は柱のようなものだ」「象とはロープのようなものだ」と証言したそうです。これ

は正しい象の姿を表現しているでしょうか。私は信仰者としての初期に「ウォッ

チマン・ニーの『キリスト者の標準』を読んだことのない人はＪＥＣのメンバー

と認めたくありません。」と聞かされて「ＪＥＣとは十字架のメッセージの群れ

なのか？」、聖霊カリスマ・セミナーで聖霊のバプテスマ（もしくは満たし）の経

験すると「ＪＥＣとはカリスマ的な群れなのか？」、スウェーデン宣教師の背景

はスウェーデン・バプテスト諸教会と知ると「ＪＥＣとはバプテストの流れなの

か？」等々。私のＪＥＣ理解はその時その時に“カメレオン”の皮膚の色のよう

に変化しました。そのようなＪＥＣの一員である私たちにとって「ＪＥＣ」の一

部だけではなく、その全体像を知ることはとても大切なことです。私はＪＥＣの

全体像を理解するためのキーワードは「エバンジェリカル」であると思います。

そこで、日本福音教会の名称の中心部分にある「福音（エバンジェリカル）」に

ついて十二回に分けて解説させていただきます。 

 

■エバンジェリカルの意味 

私は「福音（エバンジェリカル）」という意味には「イエス・キリストの死・葬

り・復活の福音を単純に信じる」という素朴な意味と、「福音主義神学に立つ」

という神学的な意味があると思います。私はＫＢＩで「福音主義神学」という科

目を担当しています。それは「福音主義キリスト教と福音派」（宇田進著）を基本

テキストとして「神学生一人一人の所属教派の信仰の源流と歴史的遺産を探求す

る」ことを課題にしています。そこで教えられてきたことは、ＪＥＣとは二千年

の教会史において幾重もの発展や発達過程を経て生成を見るに至った生きた実
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体であるということです。 

 

■三つの重要な要素 

それでは、二千年の教会史における「ＪＥＣの源流と歴史的遺産」を以下の三

つの要素に注目しつつ見てまいりましょう。まず第一に、最も根本的な要素とし

て神学的・教理的要素があります。つまり、何を信じているのかの問題です。Ｊ

ＥＣは「聖書信仰」に立っていると主張されますように、穏健で中庸な、バラン

スのとれた一定の神学的立場に立っています。第二に、歴史的要素があります。

ＪＥＣの背後には、カリスマ運動、ケズィック運動、バプテスト運動、会衆派ピ

ューリタン運動、等々の特定の歴史的運動が存在しています。よく「現在の根は

過去に深く根ざしている」とか、「教会の歴史は現在を解明する」といわれるとこ

ろです。第三に、社会的、文化的要素があります。ＪＥＣという現象は歴史にお

ける一つの社会的・文化的現象という一面を持っています。区別できるＪＥＣ独

自の行動様式を分析することによって、ＪＥＣの立体的な把握を得ることができ

ます。 

 

************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ２ 

－使徒的キリスト教とＪＥＣ－ 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■ “エバンジェリカル”ＪＥＣ 

 前回は、ＪＥＣの全体像を理解する鍵が“エバンジェリカル（福音）”という

言葉にあること、そしてＪＥＣが立っている神学は種々の特色はあるにせよ、

基本的には「福音主義神学（エバンジェリカル・セオロジー）」であることを指

摘しました。その具体的な内容を教会の 2000 年の歴史の中にみてまいりましょ

う。 

 

 

■ 使信（メッセージ）そのもの 

 「聖書が福音（エバンジェリカル）という場合、それはほかでもなく初代教

会の使徒たちが宣べ伝えた使信（メッセージ）そのものを指しています。現代

は、方法とか、成果とか、実存ということが強調され優先される時代です。し

かし、ストットiは、ローザンヌ会議iiの講演の中で第一世紀の使徒たちの宣教
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にふれ、その中で最も中心的なことは、実に方法でも成果でもなく、使信（メ

ッセージ）そのものであったと語って注目されました。では、使徒たちが宣べ

伝えた福音とは何であったのでしょうか。ひとことで表現するならば、ピリポ

がエチオピヤの宦官に『イエスのことを宣べ伝えた』（使徒 8:35）とあるよう

に、イエスであったと言えるでしょう。iii」私たちＪＥＣは、その時代その時

代の様々なムーブメントにオープンな態度をとり、そのすぐれた方策をよいか

たちで吸収することにより群れとしての成長を遂げてきました。また、今後と

もそのようにして成長を遂げていくことでしょう。しかし、私たちＪＥＣの不

変の本質はエバンジェリカルとしての本質であり、使徒たちが宣べ伝えた使信

（メッセージ）そのものであることを見失ってはならないと思います。 

 

■ 主イエスこそ福音そのもの 

 では、そのイエスを使徒たちは実際にどのように提示したのでしょうか。以

前、共立基督教研究所で学びましたときの奥山実師の伝道学のノートには、ど

の程度詳しく語るかという伝道の五つのレベルについての記述があります。「①

神の国（創造主なる主、愛と義の神、救い主、信仰、…）使徒 20:25,27。②神

に対する悔い改めと主イエスに対する信仰 使徒 20:21。③キリストの十字架と

復活 Ⅰコリント 15:3,4。④十字架につけられたキリスト Ⅰコリント 1:23。

⑤主イエスそのもの ルカ 23:42,43 使徒 8:35, 16:30-31。時間を長くかけら

れるときは、聖書の教えを余すところなく語れますが、ここ一番という言う時

には、一言で福音を提示しました。つまり、イエス・キリストご自身を最前面

に出しました。主イエスこそ福音そのものです。人間の運命は主イエスに対し

てどうするかで決定されます。受け入れますと永遠の祝福へ、拒みますと永遠

の滅びなのです。老人伝道、臨終伝道においては第五番目の最もシンプルなか

たちでの福音の提示が大切です。iv」私も救われた当初は滝元明師の「神・罪・

救い」のシンプルで情熱的なメッセージにひきつけられました。そして信仰生

活の歩みの中で聖書の真理の深みと豊かさを少しずつ理解できるようになって

いきました。ＪＥＣには福音への素朴で単純な信仰とともにその深みと豊かさ

を探求する信仰の両面のバランスがあると思います。 

 

 

■ 福音の五つの基本的要素 

 ストットは、使徒たちの福音の提示についてもう少し詳しく述べており、①

福音の事実（キリストの死・葬り・復活）、②福音に関する証言（旧約聖書・新

約の目撃者）、③福音に関する確信に満ちた主張（生ける救い主の現実）、④福

音の約束（罪の赦し・聖霊による新しい生命）、⑤福音の要求（悔い改め・信仰・
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バプテスマ）をあげています。 

 

■ 割引も水増しもせず 

以上が使徒的福音の骨格です。ＪＥＣがエバンジェリカルであるということは、

以上のような使徒的福音を割引も水増しもせず忠実に継承するということにほ

かなりません。 

 

************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ３ 

－古代教会の正統信仰とＪＥＣ－ 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■使徒時代から古代教会へ 

前回は、「使徒時代の信仰」を忠実に継承している群れとしてのＪＥＣについ

てみました。今回は、「古代教会の正統信仰」とＪＥＣの関係についてみてまい

りましょう。 

 

■信仰心か、信仰の対象か 

日本人のカミ観は本居宣長vの「何にまれ、尋常(よのつね)ならず、すぐれた

る徳のありて、可畏(かしこ)きものをカミとはいうなり」に代表される「雷、竜、

樹霊、狐、そして山も海もカミになってしまう」もので、信仰の対象より信仰心

を大切なものと考えてきました。それに対して、キリスト教会はその初めから「対

象としての信仰」を「態度としての信仰」に優先させてきました。たとえば、結

婚について考えてみますと、ある女性が結婚したいと思います。「結婚したい」、

これには間違いはありませんが、結婚という重大な問題を考えると、いろいろと

条件が必要になってくるものです。だれでもまず考えることは、変わりなく愛し

てくれるだろうか？次に、生活能力はあるだろうか？さらに真実な人か？学歴

は？家柄は？顔かたちは？といろいろと考え、この人ならば生涯をまかせること

ができると心を決めると、結婚することになるのです。どんな人であっても、「私

はもう婚期が過ぎたから、とにかく結婚したい。もう相手がどうのこうのとは言

っておれない。愛してくれなくても、生活能力がなくても、対象なんて問題では

ありません。」さらに「対象なんてなんでもかまわない。結婚さえできれば、そ

れがたとえ、狐であろうが、豚であろうが」などと言う人はひとりもいないと思

いますvi。信仰も同じことです、対象こそ第一のものです。 
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■神秘主義的信仰ではなく、信仰告白的信仰 

そのような意味でキリスト教信仰は、「鰯の頭のようにつまらないものでも、

それを信仰ずる人には尊く、神仏同様の霊験をもつに至る」といった神秘主義的

な信仰ではなく、最初から明確な対象への信仰告白的信仰であると言われます

(例：申命記 6:4 「聞きなさい。イスラエル。主は私たちの神。主はただひとり

である。」、マタイ 16:16 シモン・ペテロが答えて言った。「あなたは、生け

る神の御子キリストです。」)。一世紀の教会においては、「使徒たちの教え」（使

徒2:42）、「伝えられた教え」(ローマ6:17)、「聞いた健全なことば」（Ⅱテモテ

1:13,14）などと呼ばれている一定のまとまった信仰箇条のようなものがあり、

それが宣教と教会形成の基盤、土台となっていました。さらに、教会はその最初

から異端に対して正統的信仰を弁証しなければなりませんでした（ガラテヤ、コ

ロサイ、Ⅰヨハネの各書参照）。 

 

■教会内に組織神学的活動始まる 

以上のような要素を背景として、特に二世紀頃から教会内に組織神学的な活動

が始まり、同時に信条というものが発達していきました。その最古の例が、使徒

信条と酷似し、当時の教会の基本的教理を反映しているものと考えられている

「古ローマ信条」です。これは二世紀にローマの教会が持っていた信仰告白文で

あったとみられています。初期の宣教と厳しい迫害の時代を経て、四世紀には念

願の信仰の自由を獲得しますが、一方で異端説も活発となり、一連の教会会議を

開催し、使徒信条を含め、ニカイア・コンスタンティノポリス信条、カルケドン

信条、アタナシオス信条の四つの公同信条を公にしましたvii。 

 

■公同信条の内容 

これらの四つの公同信条に共通しているもっとも根本的な信仰の事柄とは何

でしょうか。それは三位一体の神観とキリストの神・人二性論および彼による贖

罪のわざです。信条といいますとどこか難しい印象をもちますが、「イエス・キ

リストの人格とみわざ」について聖書の教えを簡潔にまとめたもので、要点的で

短く分かりやすいものです。古代教会のクリスチャンたちは「父なる神と御子イ

エス・キリストの関係について、またイエス・キリストは神なのか、人なのか」

といった課題と格闘し、聖書の啓示が明らかにしている輪郭を明らかにしていき

ました。これらの公同信条は、ローマ・カトリック系、ギリシャ正教系、プロテ

スタント系の諸教会で受け入れられており、「世界信条」とも呼ばれています。

使徒信条を礼拝で唱和するとき、「この信条は世界のすべてのクリスチャンの共

通の告白なのだ！」と確認するだけでもキリストのからだ意識が全世界に広がり、
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さらに恵まれます。 

 

■あらゆるところで、常に、すべてによって 

以上、異端との戦いの中で、聖書の啓示に根ざして異端と正統との限界線を明

らかにしてきた歴史を振り返りました。このようにして「あらゆるところで（公

同性）、常に(古代性)、すべてによって(一致同意)信じられてきた」正統信仰の

根幹が確立されていきました。ＪＥＣはエバンジェリカルの一員として、この正

統信仰を基本としている群れです。それゆえ、エバンジェリカルとしてのＪＥＣ

は、日本と世界における宣教協力の前進のために分派的、自己流のあり方ではな

く、常に公同的なあり方を探求していくべきです。「十字架と聖霊」というＪＥ

Ｃの特色を保持しつつ、常に「正統信仰の公同性」を反映させようという意識の

中で前進していくべきなのです。 

 

************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ４ 

―宗教改革の三大原理とＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■古代教会から宗教改革へ 

前回は、「三位一体論」や「キリストの神人二性一人格論」といった“あら

ゆるところで”、“常に”、“すべてによって”信じられてきた「古代教会の正

統信仰」、つまり正統的かつ公同的な教理を基本とするＪＥＣについてみまし

た。今回は、中世のローマ・カトリックの時代を背景にして、当初は内部改

革として起こりました「１６世紀の宗教改革運動viii」とＪＥＣの関係につい

てみてまいりましょう。 

 

■聖書のみ 

１５２１年４月１８日、ルターはヴォルムスの国会で聖書に対するみずか

らの確信を次のように披瀝して注目を浴びました。「私は聖書のあかし、また

はその明白な理由から確信せしめられるのでなければ‥。というのは、私は

教皇も宗教会議も信じない。それらはしばしば誤りを犯し、自己矛盾をきた

していることは明らかなことである。‥私の良心は神のことばに捕らえられ

ている！」当時のカトリック教会において信仰に関する最高の権威は事実上

教皇を中心とする教会でした。これに対し、ルターは神のことばである「聖
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書のみ」が最高の権威であると主張したのでした。 

「彼ら改革者たちのキリスト教理解の全体は、この“聖書のみ”の原理に

依拠していました。すなわち、彼らにとって聖書はこの世界における唯一の

神のことばであり、個人と教会の唯一の指導者であり、真の神とその恵みを

知るための唯一の源泉であり、過去・現在を通して教会のあかしと教えとを

チェックする唯一の資格ある審判者でした。」 

「聖書＋伝承」とするカトリックや「聖書を単に歴史的宗教的文書のひと

つ」とみるリベラルな見方に対して、ルターのような聖書観は、エバンジェ

リカルとしてのＪＥＣの根本的確信です。 

 

■信仰義認 

カトリック教会の「信仰＋善行」の主張によりますと、人間の側の状態い

かんによって、義認は変化もし動揺もするということです。このような考え

方は、義認の一回的完結性と救いの確かさの喪失に帰着し、カトリックの信

仰者は「救いの確信」を持つことはできないといわれています。 

かつてルターは次のように言明しました。信仰義認の教理は「すべての教

理を支配する主であり王です。」キリスト教における根本的な問題は罪人がい

かにして神に義と認められ、神との正しい関係に入ることができるかという

ことです。これに対する聖書の一貫した答えは「恵みのみ」、「キリストのみ」、

「信仰のみ」ロマ3:24、ガラ2:16 によるということです。 

 ＪＥＣの聖会やキャンプでは、ウォッチマン・ニーの「キリスト者の標

準」にある「キリストの血ix」のメッセージがよく語られました。姦淫と殺人

の罪を犯したダビデが「不法を赦され、罪をおおわれた人たちは、幸いであ

る。」ロマ4:5-8と告白しましたように、何の働きもない、不敬虔な私たちも、

出エジプトの過ぎ越しの時のように、神の子羊なる「キリストの贖いの血」

によっておおわれ、罪赦された者なのです。 

 

■聖徒の交わりとしての教会 

ホッジという神学者は、カトリック教会を「キリストの代理としてのロー

マ教皇に服従する外形的社会」と言っています。つまり、カトリックの教会

観の中心をなしているものは、結局教皇を頂点とする聖職位階制であり、神

の民とか信者の集りということはみなそれに従属するものにすぎません。 

改革者たちの教会観に共通していたものは、「キリスト者の会衆また集会」

としての教会という信仰でした。ルターは、第一に、当時特権的位置を占め

ていた聖職階級に対して、信仰者はすべて神の御前に祭司であること。第二

に、カトリック教会の霊的階級性に対して、信仰者はすべて平等に神に接す
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ることができること。第三に、当時の聖俗という優劣の考え方を否定し、靴

屋であれ、鍛冶屋であれ、農夫であれ、人間の職業はすべて神より召された

職域であること。以上の三つの点を強調しました。 

ＪＥＣは教会政治のあり方として「会衆制」をとっています。エリクソン

という神学者は、このあり方は「万人祭司制の教理の実践として最も聖書的

であるx」と語っています。 

 

■宗教改革の子孫としてのＪＥＣ 

以上、宗教改革の三大原理を概観しました。「聖書のみ」「信仰義認（キリ

ストのみ）」「聖徒の交わりとしての教会（万人祭司）」は、それぞれ客観的・

主体的・社会的要素と呼ばれ、それらはプロテスタントの三大原理と見られ

ています。エバンジェリカルとしてのＪＥＣは、この三大原理を忠実に継承

しているゆえに、宗教改革の子孫なのです。 

 

************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ５ 

―宗教改革における四つの流れとＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■宗教改革から近世へ 

前回は、「１６世紀の宗教改革運動」の子孫としてのＪＥＣをみました。今

回は、その発展過程の中で生み出された次の四つの流れ（あるいは信仰類型

とも言える）xiとＪＥＣの関係をひもといてみましょう。 

 

■宗教改革における四つの流れ 

①ルター派：ルター派は前回ふれましたマルティン・ルターと、協力者メ

ランヒトンを中心に、ドイツから広がっていった流れで、信仰義認の教理を

中心に据えた「救済論的」また「キリスト論的」な神学に特徴があります。

②カルヴァン派：ルターに次いで登場してきたのがツウィングリとジャン・

カルヴァンです。改革派とか長老派として知られているスイスを中心として

広がっていった流れで、聖書論を基盤にした「有神論的」また「包括的・体

系的」な神学に特徴がありますxii。③アナバプテスト派：第三の流れは、１

５２３年にスイスのチューリッヒを中心として始まりましたアナバプテスト

派と呼ばれている流れで、初代教会への復帰と復元を目指す「原初主義」に
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特徴があります。④英国のプロテスタント：第四の流れは、１５３３年にカ

トリックから独立した英国のプロテスタントです。英国国教会は、カトリッ

クからプロテスタント(カルヴァン主義)との間を揺れ動いた後、儀式ではカ

トリック、信仰ではプロテスタントという“中道、中間の立場”に落ち着き

ました。しかし、その中途半端な改革に異議を唱える人々によって新たな教

派が生まれていきました。 

ＪＥＣの信仰は、ルター派のように「信仰義認」を中心にしており、カル

ヴァン派のように「包括的・体系的」な組織神学を大切にしており、アナバ

プテスト派のように「初代教会のあり方」を貴重なものと考えています。そ

れぞれの流れの良き特徴を吸収し内に含んでいますが、歴史的に直接のつな

がりは英国における宗教改革にあります。 

 

■会衆派ピューリタン：会衆派としてのＪＥＣのルーツ 

バプテスト教会は、英国における宗教改革の運動の中から生まれました。

英国における宗教改革は政治的理由(上からの改革)によって始まったために、

教会内において改革運動が起こり、それがいわゆるピューリタンの運動とし

て大きく発展しました。そのピューリタンは三つのグループに分けて考える

ことができます。第一は国教会ピューリタン、第二は長老派ピューリタン、

第三は会衆派ピューリタンです。この会衆派ピューリタンは、礼典だけの改

革に満足せず、会衆政治によって教会を改革しようとしました。 

ＪＥＣが教会政治のあり方として「会衆制」をとっていることの歴史的ル

ーツはここにあります。 

 

■バプテスト教会の礎：バプテストとしてのＪＥＣのルーツ 

やがて英国国教会から離れて教会をつくろうという運動が起こり、「三つの

原則」－①信徒は自由意志に基づいて教会の会員となる（自発に基づく原則）、

②教会役員は会員によって選ばれる(会衆制)、③どの集会も、他の集会の上

に権威を振るってはならない(地方教会の独立自治)が明らかにされ、やがて

「明確に新生した者のみに、浸礼のバプテスマを授ける」バプテスト教会の

礎が築かれていくこととなりました。 

ＪＥＣがスウェーデン宣教師から継承し、“空気のように”自然なかたちで

受けとめている「教会観(教会はどうあるべきかについての考え方)」の歴史

的ルーツはここにあります。(このバプテストの信仰は、後にアメリカ全土に

広がり、政教分離、信仰の自由、個人の尊重といった信仰も広く受け入れら

れ、今日では二千万人を超えるアメリカ随一の教派となっています。) 
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■スウェーデン・バプテスト教会の始まり 

１８３５年、ニールソンという一人のスウェーデン人の船員が、激しい台

風に苦しめられながらニューヨークに着きました。死と神の裁きについて深

く考えさせられた彼は、上陸するとただちに教会を訪ね、そこで福音を聞き

回心しました。回心後、彼は熱心に伝道を始め、特にスウェーデンからの移

民に伝道しました。その後スウェーデンに帰ってホーランドでスウェーデン

最初のバプテスト教会を設立し、その教会の牧師となりました。 

 

■スウェーデン・バプテスト教会の幅広い体質はＪＥＣの中にも 

スウェーデン・バプテスト教会の流れは、信仰的には敬虔主義的なバプテ

ストの信仰の特質を主流とし、神学的には穏健なカルヴァン主義に立つ者が

多いのですが、アルミニウスの信仰の流れをくむ者も少なくありません。排

他的ではなく、聖書信仰にたちながら他との協力を大切にしていますxiii。 

カルヴァン主義では「神の主権」という概念を中心に神学の体系的整合性

を大切にする特徴があり、それが「予定論」を結実させています。それに対

して、アルミニウスは「人間の自由意志」を重視して予定論を修正しようと

しました。しかし、ラムという神学者は「その相違点は、実際に両者が主張

しあっていたほど大きくはなかったというのが実情ではなかろうか。神は常

に神学よりも大きいし、聖書は私たちの組織的成文化よりもずっと豊かで大

きい。」と総括しています。スウェーデン・バプテスト教会のふところの深い、

幅広い体質は、オレブロ・ミッションを通してＪＥＣの中にも受け継がれて

います。 
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************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ６ 

―１６，１７世紀の信条とＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■１６、１７世紀における信条の出現とＪＥＣ 

前回は、「近世の四つの流れ」の中で会衆派ピューリタンからバプテスト派

が生まれてくる経過をみました。今回は、宗教改革の発展過程の中で生み出

されてきた「信条」の出現とＪＥＣの関係を考えてみましょう。 

 

■プロテスタント教会の信条xiv：プロテスタントとしてのＪＥＣの自覚 

信条の出現は宗教改革の特徴的現象であって、時代的に見れば、１６世紀

の宗教改革とそれに続く１７世紀の正統主義の時期に生まれました。代表的

な信条を教派別にみますと、ルター派では、ルターの大・小教理問答、アウ

グスブルク信仰告白、アウグスブルク信仰告白の弁証、シュマルカルデン条

項、和協信条；改革派では、ジュネーブ信仰問答、チューリッヒ一致信条、

フランス信条、スコットランド信条、ベルギー信条、第二スイス信条、ハイ

デルベルク信仰問答、ウエストミンスター信仰告白、ウエストミンスター大・

小教理問答；英国教会では、３９箇条(聖公会大綱)；バプテスト派では、ス

タンダード信仰告白、第二ロンドン信仰告白；会衆派では、サヴォイ宣言な

どがあります。 

当時の教会は、さきに記述してきました公同信条、教父たちのよき実、中

世神学のよき部分、そして何よりも聖書そのものを綿密に調べながら作成に

あたりました。これらの信条の邦訳は、『信条集』前編・後編と、『バプテス

トの信仰告白』等に収録されていますので、読まれますと必ず“プロテスタ

ントの一員としてのＪＥＣ”の自覚を養う上で大きな益を受けられます。教

職者や信徒リーダーの方には少なくとも上記の一冊は読んでいただきたいと

思います。 

 

■信条の意味・意義：プロテスタントとしてのＪＥＣの信仰の根源 

これらの諸信条は一部の教派の歴史的遺産という以上に、 “プロテスタン

トとしての信仰の根源”に深く根ざしたものであることが分かります。第一

に、プロテスタントとは、ルターの生涯に見ますように「わたしはここに立
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つ」とはっきり自分の信仰を告白し表明する者です。信条はまさにその信仰

の内容を定義しているものです。キリスト教は決して漠然としたあいまいな

感情や満足感や悟りの境地というようなものではありません。第二に、歴史

の中には、経験を過度に重視したり、聖書のあるテキストだけを一方的に強

調するいわゆる“一節主義”に走ったりして主観主義に陥った例が多くあり

ます。信条は、自分自身の、そして私たちの教会の信仰と生活が公同の教会

の信仰と生活に立っているかどうかをチェックするための規準、正統と異端

とを区別するための規範です。第三に、信条はキリスト教宣教と教育の素材

を提供するものです。宣教には人々に伝える客観的なメッセージと、入会に

際して何が要求され、何を与えるかを明示することが必要です。教育におい

ても、教会は教えるべき真理と教会の所信をはっきりと持っていなければな

りません。第四に、信条は教会の一致と協力をはかる上での基盤です。教会

が一致協力のための努力をなす際に、いわゆる状況主義ではだめで、つねに

真理における一致(ヨハネ１７章)が基本とならなければなりません。 

ＪＥＣの私たちは歴史的な信条を読み、それに養われることを通して、プ

ロテスタントの信仰の根源に触れ、公同の教会の信仰と生活に立っているこ

とを確認し、宣教と教育の素材という歴史的遺産を継承し、教理的基盤を識

別しつつ超教派の教会協力を推進していくことが大切です。 

 

■バプテスト派の特質を宿す群れとしてのＪＥＣ 

ここで、ＪＥＣのルーツとしての「バプテスト派の信条の特色xv」について

述べたいと思います。①「はじめに信条ありき」で、信条を承認する信仰者

のみを受け入れる信条主義の教会のあり方に対し、信仰者個人の主体性を重

んじるバプテスト派では「集まった信仰者によって」信条や教会が形成され

ます。②聖書全体を詳細に網羅した信条によって表現しようとする「信条主

義」に対して、バプテスト派は聖書自身で十全なので、主要なポイントだけ

をあげる「簡易信条主義」の立場をとっています。③信条は永続的なもので

はなく、自由に信条を「作成したり、変更したり」することができます。そ

してかなり広い立場の枠を作り、その中での個人の自由が許されています。

④信仰告白における「個人の主体性」が強調されています。「教会の信仰告白」

よりも「個人の信仰告白」が、また「教派の信仰告白」よりも「個々の教会

の信仰告白」が優先されます。「個人の自由、地方教会の独立自治を拘束する

信条を認めません。」 

これは、カトリックを背景とします英国教会(聖公会)の「組織による上か

らの支配」、また先行した宗教改革運動であるルター派や改革派の「詳細に網

羅された信条による束縛」を嫌ったバプテスト派の動きを読み取ることがで
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きます。バプテスト派は「個人の主体性」をきわめて重視し、それに価値を

置く群れです。ＪＥＣには「簡易信条」があり、それは宣教団体から継承し

たものです。このように信条のもつ意味や意義、そして私たちのルーツとし

てのバプテスト派の特質を学びますと、ＪＥＣとはまさしく“バプテスト派

の特質”を宿す群れであると確信させられます。もちろん、ＪＥＣの教会観

では「独立相互依存」がうたってあり、個々の教会の「主体性の尊重」とと

もに、ＪＥＣ全体としての「一致と調和」が強調されており、この二つの要

素の麗しいバランスこそがＪＥＣの特色であると思います。 

 
************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ７ 

―１７世紀の正統主義神学とＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■１７世紀の正統主義神学とＪＥＣ 

前回は、「信条」がプロテスタントとしてのＪＥＣの信仰の根源を表現するもの

でもあることをみました。今回は、１７世紀に登場した多くの神学的著作とＪＥ

Ｃの関係を考えてみましょう。 

 

■宗教改革の果実の組織化・体系化 

キリスト教神学史上、この１７世紀は、普通、プロテスタント正統主義の時代

と呼ばれています。この時期に宗教改革の数々の果実が一つの神学的体系に組織

化されることになりました。その結果成立を見るに至った神学は、それ以後のあ

らゆるプロテスタント神学にとって規準的なもの、あるいは起点とみられるとこ

ろから、“正統的”(orthodox)と呼ばれるようになりました。 

 

■ＪＥＣの神学体系の基本的根幹のルーツはここに 

正統主義神学について基本的な点を確認しておきますと、第一に、この時代の

神学的文書を無批判に、また、置かれていたその歴史的状況から切り離して読む

べきではありません。しかし、第二に、これらの神学的文書は、プロテスタント・

キリスト教の組織的な解説の“オリジナル版”を提供しているという事実を忘れ

てはなりません。この意味において、所属教派のいかんを問わず、いかなる教派

のキリスト者も看過することの許されない世界であると言えます。第三に、用い

た当時の方法論について今日いろいろと言われていますが、１７世紀の神学者た
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ちは、①歴史的な意義を有する重要な文書資料はすべてあたっています、②宗教

改革者たちに一番近くあった者たちとして、改革者たちの語ったことを保存する

とともに、それをできる限り正確に再生復元しようと努めました、③驚くべき熱

心さと徹底さとを持って聖書そのものを調べ、できる限り正確かつ忠実に聖書の

教えを系統立てて捉えようと努めました。第四に、今日の福音派にとって、そし

てＪＥＣにとっての福音主義神学の基本的根幹の多くは、この時代の神学にその

ルーツを見出すのですxvi。 

今は亡きスンベリ師の推奨されたルイス・ベルコフの「組織神学」、高橋昭市師

の教えてくださったヘンリー・シーセンの「組織神学」、そして現在用いられてい

ますミラード・エリクソンの「キリスト教神学」のルーツもここにあります。 

 

 

■１７世紀正統主義神学とＪＥＣ神学との連続性 

アメリカ福音派の神学の発展において、きわめて重要な位置を占めているのが

“古プリンストン神学”です。その母体となったプリンストン神学校の初期にお

いて、１７世紀正統主義神学の時代のトゥレティーニの『組織神学』全三巻が教

科書として使われていました。そして、当時同校の組織神学教授でありましたチ

ャールズ・ホッジの『組織神学』全三巻(1871-72 年)と、ホッジをもとにして書

かれたバプテスト派のオーガスタス・ストロングの『組織神学』(1907 年)を通し

て、トゥレティーニの神学思想はアメリカ福音派の中に広く伝わっていったので

した。私たちは、１７世紀のプロテスタント正統主義と近代の福音派の神学、そ

してスウェーデン・バプテストを経て継承されているＪＥＣの神学との連続性を

はっきりと認識する必要があります。 

 

■ホッジなかりせば、全く異なった形をとったかも‥ 

ここで、ホッジについて紹介させていただきます。ホッジは卒業後わずか三年

目の１８２２年、敬愛する恩師と並んでプリンストン神学校の教授陣に加わりま

した。のちにはもっと栄誉ある椅子から、彼はアメリカの教会をアメリカのトゥ

レティーニのように眺め渡しました。彼が講義を続けた４０年間に、三千人以上

の学生を通して、長老派および他の教派の中へ、またアメリカ国中、および世界

の遠隔地にまでもたらされました。さらに『プリンストン・レヴュー』誌のぎっ

しりつまった頁を通して、それ以外の数え切れない多くの人々に、その教説は届

きました。ホッジは「アメリカの生んだ最も偉大な神学者」であるという評価は

少し熱烈すぎるかもしれません。しかしホッジなかりせば、アメリカの長老主義

とアメリカのカルヴァン主義は、全く異なった形をとったかもしれない」という

ダンホフの言葉はたいして誤ってはいないのですxvii。 
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旅行の道具としてのコンパスにおける小さな誤差は、私たちが長い距離を旅し

たとき、かけ離れた場所に進んでしまうことにもなりかねません。いみじくも、

ある神学者はこのように申しました「政治は神学の次に男らしい仕事である」と、

つまり神学に取り組むことこそ、この世界で最も男らしい仕事なのだと。バプテ

ストの流れでは、伝道と牧会の現場での実績が働き人に対する評価の物差しにな

る傾向があります。しかし、群れの将来のあり方を左右しうる神学のあり方に日

夜没頭している神学者たちへの適切な評価と支援もまた、主の働きの重要な部分

なのです。 

 

■ＪＥＣの、そして福音派全体にとって基準的な組織神学書 

最近、光栄なことに「いのちのことば社」から委託されて一冊の組織神学書を

翻訳させていただきました。それは、ＪＥＣの、そして福音派全体にとって基準

的な組織神学書と高く評価されていますミラード・Ｊ・エリクソンの「キリスト

教神学」で、トゥレティーニ→ホッジ→ストロング→エリクソンという連続性の

中でみることのできるものです。 

今日の福音派における卓越した指導者のひとりであるＪ．Ｉ．パッカーは以下

の書評を寄せています。「過去１０年の間、ミラード・エリクソンの『キリスト

教神学』は、それ自身でキリスト教の真理についての現代のプロテスタントの概

要の、最も広範に用いられ、最も一般的に役に立つものとして実証されてきまし

た。強靭な福音主義者で本質的に保守的、一貫して現代的で確固たるバプテスト、

穏健カルヴァン主義者で慎重な大患難後再臨説・前千年王国説に立ち、選択肢に

対しては偏見をもたず、広範な態度をたずさえ、詳細かつ正確に分析する能力は、

『キリスト教神学』に対しての一貫した賞賛を勝ち取ってきました。学生の教科

書として、牧師と信徒リーダーの資料としての有益さはさらに豊かなものとなっ

ています。要するに、『キリスト教神学』は名匠のたくみのわざなのです。xviii」 

■ＪＥＣの必読書、最良の組織神学書、通読を推奨される書籍 

ＪＥＣは非常に恵まれた群れだと思います。それは、糸の切れた凧のようにムー

ブメントの風に吹きあおられる群れではなく、烏合の衆のように集められ、献金

と人数を誇る群れでもなく、明確な神学的座標軸を宿し、歴史的な輪郭を描くこ

とのできる内容豊かな、高貴な群れであるからです。今後、ＪＥＣの教職者や信

徒リーダーの方々がエリクソンの「キリスト教神学」を読んでくださり、その価

値を認め、ＪＥＣの必読書(ドッカリー)、最良の組織神学書(チェイニー)、通読

の時間をとるように推奨される書籍(ブッシュ)として末永く愛好されていくこ

とを願っています。 ちなみに、「キリスト教神学」第一巻は、２００３年３月

のエリクソン来日に合わせて出版される予定です。 
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************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ８ 

―敬虔主義の遺産とＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■敬虔主義の遺産とＪＥＣ 

前回は、１７世紀に登場した正統主義神学との連続性をもつＪＥＣの神学につ

いてみました。今回は、敬虔主義の遺産とＪＥＣの関係を考えてみましょう。 

 

■敬虔主義運動の特色的な遺産xix

日本のキリスト教が、敬虔主義的、信仰復興運動的性格をもつものである

ことは、歴史的に自明の事実です。主だった敬虔主義運動には、①ヨーロッ

パ大陸のルター派・改革派内における霊的刷新運動：シュペーナー、ツィン

ゼンドルフ、ハレスビー、ブルムハルト父子、②ピューリタニズム：バンヤ

ン、パーキンス、エイムズ、③近代の福音的信仰覚醒運動：エドワーズ、ケ

アリ、スポルジョン、ムーディ、ミューラー、④１９世紀以降の聖霊派運動：

フィニー、マーレー、シンプソン、マイヤー、トーレー、ニー等があげられ

ます。これらの人々の名前のうちの幾つかは耳にしたことがあるのではない

でしょうか。私も信仰生活の初期にそれらの信仰良書を薦められてよく読み、

深く感動させられたものでした。敬虔主義運動における特色的な遺産とは、

頭だけの信仰ではなく、人間の全存在の中心である心でしっかりと受けとめ

られた信仰ということであり、聞いた真理は生活とならなければならない、

正しい教理“orthodoxy”は正しい生活実践“orthopraxis”を伴わなければ

ならない、ということでした。上記の人々のすべてを取り上げることはでき

ませんので、ここではＪＥＣに直接関係のある運動、人物、著作を取り上げ

て分析・評価していきたいと思います。 
 

■ウォッチマン・ニーの「キリスト者の標準xx」 
私たちが洗礼を受けましたときに、教会からいただきました受洗記念のプ

レゼントはウォッチマン・ニーの「キリスト者の標準」でした。それは、Ｊ

ＥＣの福音理解（私たちがクリスチャン生活との関わりの中で、十字架の恵

みと聖霊の働きをどのように理解しているのか）を簡潔明瞭に表現したもの

でした。ある集会で、おそらくＪＥＣ伝道師セミナーであったと思いますが、

ＪＥＣ古参の先生が「『キリスト者の標準』を読んだことのない人は、ＪＥＣ
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の教職者と認めたくありません。」と語られるほどでした。その頃は、スウェ

ーデン・オレブロミッションの宣教師たちによって形成された諸教会が「日

本福音教会」として自立していく時期で、そのアイデンティティが明確にさ

れていっていた時期でした。そのような時期において、ある種の〝ウォッチ

マン・ニー〟ブームというものがあり、彼の著作を読むことが薦められ、私

たちは大いに読みました。本棚には和書・洋書５０数冊のウォッチマン・ニ

ーの書籍がならび、辞書を片手に読んだものでした。しかし、後に、日本各

地そして世界各地で、ウォッチマン・ニーの主要な後継者であるウィットネ

ス・リーの「ローカル・チャーチ」運動が異端として大きな問題になってき

ました。それとともに、ウォッチマン・ニーの名前にも傷がつくかたちで、

ＪＥＣの中における「ウォッチマン・ニー」ブームも下火になっていきまし

た。小さな神学者としての私の心の中には「あのときのブームは何であった

のか、そして下火になったのはどこに原因があったのか。このような状況下

で、ＪＥＣはどのようにして十字架と聖霊のメッージを継承していくのか。

‥」と、あの出来事を神学的にきちんと分析し評価しておくことに重荷があ

りました。共立基督教研究所での学びの目的の一つがここにありました。 
 

■ ウォッチマン・ニーとその著作の評価 
歴史神学と組織神学の視点からみますと、ウォッチマン・ニーの著作集は

〝玉石混交〟であると言えます。紙面の関係で神学的に細かい説明はできま

せんが、出版社によって見分ける方法は有効です。いのちのことば社や生け

る水の川やＣＬＣからの出版は健全です。しかし、「日本福音書房」はウィ

ットネス・リーが指導している〝ローカル・チャーチ〟という異端の出版社

であり読むべきではありません。ローカル・チャーチの異端性につきまして

は、以前ＪＥＣニュースでの連載されたものがありますので、ＪＥＣ本部の

吉野先生にお問い合わせください。ウォッチマン・ニーの５０数冊あります

著作の中にも〝石ころ（問題となる教え）〟が含まれています。では、何が

〝玉（健全な教え）〟なのでしょうか。それは、ダナ・ロバーツ師が「ウォ

ッチマン・ニーを理解することxxi」という研究書で明らかにしていますよう

に、宗教改革の遺産を体系化した正統主義神学の〝正統的実践〟を目指した

敬虔主義運動の流れとしての〝ケズィック運動〟のメッセージを芸術的手

腕をもって整理したという点に彼の卓越した貢献があります。彼には優れた

文筆の才能がありました。逆に、彼の「人間論」「教会論」「終末論」には幾

つかの問題とされる教えが指摘されています。 
 
 

 17 



■ 「敬虔主義運動の遺産」を継承・深化・発展させる群れとしてのＪＥＣ 
ケズィック聖会といいますのは、英国のリゾート地のケズィックで〝ク

リスチャンの実践的聖潔〟を主要テーマに毎年開催されています超教派

の聖会のことです。そのメッセージの特徴のひとつに〝漸進的聖化〟と〝

危機的聖化〟のバランスと調和があります。ＪＥＣが宣教師を通しての〝

聖化のバプテスト理解（新生したクリスチャンは、幼児が成長して成人と

なっていくように、次第に霊的に成長していくという漸進的理解）〟と第

一世代の教職者が学ばれました塩屋の神学校を通しての〝聖めの経験（救

われているが自己中心で肉的な生活から、「毛虫が蝶に変貌する」ように、

クリスチャン生活における明確なある時点において危機的経験を通して

聖められるという理解）〟という、危機と漸進の調和の中で聖化を理解し

ているのと類似しています。ロバーツ師は「ウォッチマン・ニーの『キリ

スト者の標準』『キリスト者の行程』はケズィックの教えの整理である。」

と記述しています。実際に「キリスト者の標準」の内容は、「キリストの

血：義認」「キリストの十字架：聖化」の大枠をもって始められ、聖化の

プロセス（進歩の行程）の解説として、〝①知ること〟〝②認めること〟

〝③自己を神にささげること〟〝④御霊による歩み〟〝⑤十字架を負う

こと〟という五つのステップから構成されています。ケズィック聖会の構

成はといいますと、第一日は〝罪〟の問題が扱われ、深い罪の自覚と〝身

代わりとなられたキリスト〟が説かれます。第二日はパウロ神学の核心で

ある〝キリストとともに十字架につけられた〟ことが説かれます。第三日

目は人々の失敗と無能にも関わらず神の全き備えの中で無条件の〝献身

〟がチャレンジされます。（義認と聖化のプロセス経ずして献身のチャレ

ンジなし、つまり〝No crisis before Wednesday〟と言われます。）第四

日目は〝御霊にある生活〟が説かれ、聖霊に満たされ、支配され、従順に

生きることが勧められます。元々は以上の四つが主要テーマでしたが、後

に神に仕え、隣人に仕える「奉仕・宣教」が第五のテーマとして加えられ

ていきましたxxii。私がここで教えられますのは、ＪＥＣがその福音理解

の核心として保持してきた〝十字架と聖霊〟理解は、ウォッチマン・ニー

の流れのものではなく、ケズィック運動に流れていたものであり、ひいて

は「使徒的信仰→古代教会の正統教理→宗教改革の原理→正統主義神学」

の正統的実践としての〝敬虔主義運動の遺産〟であるということなので

す。このような視点にたつときに、私たちＪＥＣは「ウォッチマン・ニー

→ウィットネス・リーの流れ」の悪しき影響から解放されて、健全な「敬

虔主義運動の遺産」を継承・深化・発展させる群れとして歴史的かつ神学

的に正しいポジションを獲得することができるのです。 
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************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 ９ 

―自由教会とＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■自由教会型キリスト教とＪＥＣ 

前回は、「敬虔主義の遺産を継承する群れ」としてのＪＥＣをみました。今回は、

今日一般的にみられる「自由教会型キリスト教」のあり方とＪＥＣの関係を考え

てみましょう。 

 

■自由教会（フリーチャーチ）型キリスト教とは 

“自由教会型キリスト教”とは、教会と国家がはっきり分離した社会において

独立と自治とを有する教会のことです。いわゆる国立教会とか国教会制度のもと

での教会と対照されるもので目的を同じくする者の自発的共同体としての教会、

つまり「国家による支配から自由な教会」のことです。このような教会のあり方

は、地域とか国家単位で「信仰のあり方」が決められていました当時のヨーロッ

パから移民した１７、１８世紀のアメリカ大陸で発展していきました。（これに対

して、次回扱う予定の〝自由主義神学〟の自由は「リベラル」と訳され、「聖書の

指導からの自由」を意味しています。） 

 
■自由教会型キリスト教の特徴と課題xxiii 

“自由教会型キリスト教”には以下のような特徴があります。①「歴史的伝統か

らの自由」‥新世界での再出発の意識は、歴史的伝統との関係を断ち、イエス及

び初代教会の教えと実践に直接つながろうとする傾向を生みました。②「聖書以

外に信条なし」‥聖書こそ、キリスト教の起源と遺産を示す中心であり、唯一の

拠り所であり、すべての事柄における絶対の権威であるとの聖書中心主義が確立

されていきました。③「自発に基づく原則」‥教会の基礎を個人による、自由で、

強制を受けない同意に置くという考え方が大切にされ、そこでは政治的手腕・説

得力・リーダーシップのある指導者が重要な位置を占めています。④「魂を救う

こと以外には、何の関わりも」‥自発的共同体であることの根本的特質は、個人

個人の同意に基づいて、明確な目的を遂行することであり、その目的を伝道事業、

すなわち福音を効果的に広めることであると定義しました。⑤リバイバリズム‥

教会は権力による上からの支配によってではなく、説得とアピールによって一人

一人新しい信者を獲得していかねばなりませんでした。その際に、教会が最良の
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方法として採用したのがリバイバル方式でした。その特色は(a)福音を分かりやす

く伝える。(b)だれにでも必ず救いは訪れると主張する。(c)回心に際して、人間の

自由意志を強調する。(d)地獄の恐ろしさを知らせる説教が強調される。(e)大衆に

うけるダイナミックな説教者たちが歓迎される。(f)牧師は、自分の地域で定期的

にリバイバルを成功させるために、いかにその能力を発揮するかという面から、

牧師としての能力を判定される。⑥敬虔主義‥頭の宗教に対して、心情の宗教、

生活の宗教という面が強調され、世俗主義化に対抗して倫理的清潔さや、禁酒禁

煙とか聖日厳守、またダンス、トランプの禁止、さらに喫茶店、映画館への出入

りの禁止といった様々なアスケーゼ（禁欲）の実践が強調されました。⑦反知性

的傾向‥リバイバリズムは、個人の宗教経験と回心者の数の強調、問題の単純化

と教育の軽視、教会と牧師の知的な面での指導的役割の軽視という傾向を生み出

しました。⑧グループ間の競争意識‥アメリカ大陸への移住を、キリスト教国の

歴史という観点から見れば、それは、驚くほど特殊な例であり、その中心は、人

種の融合でした。それは、イングランドへのノルマン人の征服とか、中南米への

スペイン人の征服の例にみられるような、征服者と原住民とがぶつかり合い、ゆ

るやかなテンポで、それらの二つの文化が融合し、そこから新しい文化が生まれ

るというパターンにははいらず、むしろアメリカの場合は、ヨーロッパにあるす

べての文化的、宗教的グループが、同時に空間的に移され、みんなが衝突し合っ

たのでしたxxiv。教派（デノミネーション）相互の競争という要素は、自由教会型

キリスト教が成り立つための不可欠の要素でした。現実には、急速に増えつつ、

西部へ移動していく大人口（その９０％は教会とのかかわりを持っていませんで

した）は、それぞれの教会グループにとって、会員獲得の市場となり、グループ

間の競争意識を高める材料となりました。このような競争の過程の中から次のよ

うな結果が生み出されました。第一に、知らず知らずのうちに、自己を特色づけ

たり、絶対的なものとするところの特定の教理、主張に固執しようとする傾向が

強くなりました。具体的には、重要な相違点というよりは、むしろ二次的な事柄

（たとえば、洗礼の様式、教会の政治形態、伝道事業の推進方法、千年王国をめ

ぐる諸説、アスケーゼ［禁欲］などの生活実践のあり方など）に見られる相違点

が重視され、キリスト教全体が共有する伝統に対する意識と掘り下げがなおざり

にされました。第二に、お互いを正しく理解し合うということよりも、他のグル

ープとの相違点を永続させることが、自分たちの目的であるかのように考える傾

向をとるようになりました。 

 
■ 自由教会型キリスト教のもつ課題とその克服 

以上は、宗教社会学と歴史的研究によって明らかにされているアメリカの自

由教会型キリスト教の背景と体質的特徴です。オレブロ・ミッション（現在は、
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三派合同により〝インターアクト〟）の母体のスウェーデン・バプテスト系諸

教会もアメリカのバプテスト教会を経由して「自由教会型」のキリスト教であ

り、それを継承しているＪＥＣもまた同様の体質また課題をうちにもっていま

す。私たちは、歴史的キリスト教を継承擁護していると言いながら、福音を、

過去の特定の文化の画期的時代の価値や息吹とあまりにも密接に結びつけるこ

とによって、かえって福音を傷つけてしまう危険に常に留意する必要がありま

す。福音理解の継承・深化・発展のためには、まず付随する非本質的な社会的・

文化的・歴史的諸要素を濾過し、次に福音の本質的な事柄（聖書性）を確かめ、

さらにその福音を私たちの生のコンテキストと私たちの歴史的状況に正しく翻

訳する（今日性）ことが大切です。 

 

■ 「自由教会型キリスト教としてのＪＥＣ」のもつ課題の整理 

以上の論点からＪＥＣの課題のいくつかを整理しますと、①「聖書と聖霊さ

えあれば」といった無歴史的な態度ではなく、二千年の教会史の中に自らのル

ーツとアイデンティティを読み取る努力（歴史的正統性）、②特定の時代や文化

において形成された「アスケーゼ（禁欲）の実践」を福音の本質の視点と新し

い時代・文化の脈絡においてたえず吟味・再構成し続ける努力（今日的キリス

ト教倫理）、③リバイバリズムに起因する過度の単純化から、浅薄に陥りがちな

福音理解を検証し、深みと広がりをもつキリスト教有神論というパラダイムに

立った学問性を探求する視野をもつこと（学問的自己革新性）、④群れの個性で

あり特色である、歴史的運動に起因する特定の教理や主張を濾過し、キリスト

教全体が共有する伝統に対する意識と掘り下げに取り組むこと（公同性）等を

通して、私たちの世代のためだけでなく次の世代のためにもＪＥＣが継承して

いる福音理解をさらにすぐれたかたちで深化・発展させていくことが必要です。 

 

■ 「自由教会型キリスト教としてのＪＥＣ」の課題克服の手かがり 

そのような神学的作業に取り組むための歴史的判断力（歴史神学の素養）、神

学的パースペクティブ（組織神学の素養）、宗教社会学的分析能力を養う手ほど

きをしてくれる書籍として、これまで紹介してきました宇田進師の「福音主義

キリスト教と福音派」（歴史神学書）と来年三月に来日されるＭ．Ｊ．エリクソ

ン師の「キリスト教神学」（組織神学書）等、を推薦することができます。これ

らの書籍は、改革派からホーリネス派、そしてペンテコステ派までも含む福音

派全体で〝共有しうる神学的素養〟を豊かに養うため教派を超えて用いられて

いるものです。神学書としては珍しく、きわめて分かりやすい内容で構成され

ていますので、教職者・信徒リーダー・ＣＳ奉仕者等を中心として多くの兄弟
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姉妹の役に立つと思います。また、上記の書籍をＪＥＣとＫＢＩの脈絡におい

て解説し続けることを使命として取り組んでいます「一宮基督教研究所」発刊

のブックレットxxvも多くの方に読まれています。必要な方にはどなたにでも資

料リストのカタログを無料でお送りしていますので、遠慮なくご用命ください。

なお、一宮基督教研究所の働きは、２００２年１１月３日のクリスチャン新聞

「特集：ＩＴを使って教育・研究」（第五面）にインタビュー記事として紹介さ

れていますので、ご覧ください。 

 

************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 １０ 

―近代のリベラリズムとＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■近代のリベラリズムとＪＥＣ 

前回は、敬虔主義の遺産とＪＥＣの関係についてみました。今回は、自由主義

（リベラル）教会と福音主義（エバンジェリカル）教会の対立の構図の中で

のＪＥＣの位置づけを考えてみましょう。現在、ＪＥＣでは「日本福音同盟」へ

の加盟の方向で相談が進められていますが、そのことの歴史的意義はこの構図を

理解するとよく分かるので少し長くなりますが詳述させていただきます。 

 

■ １８世紀の啓蒙思潮とはxxvi 

プロテスタント神学は、１７世紀の正統主義において一つの完結に達したと

見られていますが、１８世紀に入ると強力な嵐に見舞われました。その嵐とは、

一般に「啓蒙思潮」として知られているヨーロッパの思想運動のことです。カ

ントという哲学者は、〝啓蒙〟ということを「人間が自分の未成熟状態から抜

け出て成人になることである」と言っています。このことは、具体的には、教

会の監督や指導に従っている状態（他律の立場）から自由となって、あらゆる

事柄において自分自身の理性に立つことにほかなりません。つまり、今までの

伝統、権威、慣習からいっさい解放されて、自律的理性の立場に立つことを意

味しています。これはカントの『啓蒙とは何か』（1784）の中心をなす思想です

が、この主張は何かエデンの園で神の権威に挑戦したサタンの語りかけと類似

しています。サタンは人間に「神は、ほんとうに言われたのですか」（創世記

3:1）、「あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがた
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が神のようになる」（創世記 3:5）と詰め寄り、神の権威からの独立の道を勧め

たのでした。このような自立的理性の立場を根本とする啓蒙思潮は、全体とし

て見ると、理論では科学的自然主義をとり、倫理においては相対主義的な理性

道徳‥、宗教については、伝統的な教会の啓示宗教に反対して理性宗教ないし

は無神論をとり、歴史については進歩を確信していました。 

 

■ 啓蒙思潮を背景にした１９世紀の自由主義(リベラリズム)xxviiとは 

具体的には、近代科学と聖書が衝突する場合には、科学に権利を譲るべきであ

ると考えました。また超自然的な要素や神的歴史を内蔵している聖書歴史の信ぴ

ょう性に疑問を付すようになりました。キリスト教の絶対性を否定し、宗教を評

価する上での相対主義が主張されました。自由主義（リベラリズム）とは、この

ような啓蒙思潮の考え方に批判・改革の道ではなく、〝適応・適合の道〟を選ん

だキリスト教の流れのことです。リベラリズムと言っても、広範囲な世界ですが、

主な流れとしてジョン・トーランドの『神秘的でないキリスト教』によって代表

される英国の理神論や、啓示内容を〝人間理性の網〟に引っかかる真理に限定し、

原罪、永遠の刑罰、悪魔、神の子キリストというような伝統的教義を否認する１

９世紀の自由主義神学をあげることができます。 

 

■ ２０世紀におけるプリンストン神学校のリベラル化事件 

２０世紀における歴史的な事件のひとつの実例として、以前紹介しましたプリ

ンストン神学校の出来事を紹介しておきましょう。「プリンストンと言いますと、

長年、米国合衆国長老教会の中心的な神学教育機関であったばかりでなく、北米

大陸における歴史的改革派信仰の牙城（がじょう）でもありました。一貫して聖

書的信仰を保持し、それの学的宣揚につとめていました。しかしながら、１９２

４年頃のプリンストンの事情は、だいぶ違っていました。当時、米国の教会全体

が、次第に浸透しつつあった自由主義神学の問題に直面していました。長老教会

もその例外ではなく、その年に、聖書の十全霊感、キリストの処女降誕、キリス

トの代償的贖罪、キリストのからだの復活、キリストの奇跡、の五点を否認する

という内容の＜オーバン声明書＞が出され、１２９２名にのぼる牧師たちがそれ

に賛成の署名をする事件が起りました。…１９２９年に、プリンストンは二つに

割れ、メイチェンたち、歴史的改革派信仰に忠実たろうとする教師たちを中心と

して、フィラデルフィアにウェストミンスター神学校の創設が余儀なくされるに

至りました。xxviii」歴史に目を開きますと、「それでキリスト教でありうるのか？」

と首をかしげざるを得ないようなことも起こってきました。 
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■ 福音主義同盟の結成の歴史的背景 
時計の針を百年ほど戻しますと、このことに関連して、自由主義が隆盛を

きわめようとしていた時期に起った一つの歴史的出来事に注目することが大

切です。それは１８４６年にロンドンで結成された福音主義同盟

（Evangelical Alliance）です。当時、ヨーロッパは政情不安の中にあり、キ

リスト教界は自由主義の問題の大きさを感じ始めていました。こうした状況

の中で、１８４６年８月１９日から２３日にかけて前述の会議が開催されま

した。これには聖書的信仰に基づく国際的一致と協力の必要を強く感じてい

た世界の５０教派から８００人の代表が参集しました。会議のハイライトの

一つは、何といっても次のような９項目より成る福音主義信仰を確認し、そ

れを全教会に向かって表明したことでした。①聖書の神的霊感および神的権

威、聖書の充分性、②聖書解釈における個人的判断の権利および義務、③三

位一体の神、④アダムの堕落の結果としての人間の全的堕落性、⑤神のひと

り子の受肉、人類の罪のための彼の贖いのわざ、彼の中保的とりなしと支配、

⑥信仰のみによる罪人の義認、⑦罪人の回心および聖化における聖霊の働き、

⑧霊魂の不滅、肉体の復活、正しい者の永遠の祝福と悪い者の永遠の刑罰を

伴う、主イエス・キリストによる世界の審判、⑨キリスト教伝道者職の神的

制定、洗礼と聖餐の二礼典の義務と永続性。このような信仰の立場は、宗教

改革の立場を強調していた１９世紀中葉のイギリス・プロテスタントの基本

的信仰を反映したものですが、１９世紀末から２０世紀にかけて誕生をみた

今日の多くの福音的な諸教会や諸団体の信仰規準は、だいたいにおいてこの

９箇条を基本に作られていきました。１９世紀半ばに、アメリカのバプテス

ト教会を背景にスタートしたスウェーデン・バプテストの諸教会とそれを母

体としてきたオレブロ・ミッション（現在インターアクト）も同様の信仰告

白をもっています。オレブロ・ミッション（現在インターアクト）もスウェ

ーデン福音同盟の一員であり、それを通して世界福音同盟のメンバーです。

以上のことを念頭におきますと、ＪＥＣの日本福音同盟への加盟は歴史的必

然と言えます。 
 
■ ＪＥＣと福音同盟加盟問題の経緯 

12 月にＪＥＣから封筒を受け取りました。その中には「私共の長年の懸案

でありました『日本福音同盟（ＪＥＡ）への加盟』について、理事会では加盟

の方向で話し合いを進めております。」との理事長の富浦師の挨拶文と関連資

料が入れられていました。私の感想は「ついに来るべきものが来た。」、「少し

遅すぎるくらいだったかも知れない。」というものです。以前オレブロ・ミッ

ション（現在インターアクト）のアジア局長が来日された時、東京で訪れられ
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た場所が「日本福音同盟」の事務所であり、「ＪＥＣはなぜ日本福音同盟に加

盟しないのですか？」と尋ねられたとのことです。当初からＪＥＣの側にはま

ったく問題はありませんでした。問題は、むしろ日本福音同盟の側にありまし

た。それは日本福音同盟が形成されていった歴史的経緯に関係があります。日

本福音同盟は、改革派系諸教会が中心の日本プロテスタント聖書信仰同盟（Ｊ

ＰＣ）とホーリネス系諸教会が中心の日本福音連盟（ＪＥＦ）が母体となって

形成されていきました。それらの教会は当初から「ペンテコステ的・カリスマ

的な聖霊経験（使徒時代の超自然的な聖霊の賜物の働きを今日も普遍的日常的

に経験できる）」を行き過ぎたものとみていました。それで日本福音同盟への

加盟条件に「いわゆるカリスマ条項」を付加していたのでした。世界の福音同

盟の大半がペンテコステ・カリスマ派に対して開かれたものであり、彼らはそ

の中できわめて重要な貢献をしておりましたが、日本ではペンテコステ・カリ

スマ派に対して“白い目”が向けられていたのでした。その結果としてペンテ

コステ・カリスマ・第三の波の諸教会の交わりの場として「日本リバイバル同

盟（ＮＲＡ）」が結成されました。極論しますと日本では「神学を重視し、聖

霊経験を軽視する流れ」と「聖霊経験を重視し、神学を軽視する流れ」があ

りますが、ＪＥＣは二つの流れの真ん中に位置しており、歴史的正統的な神学

にしっかりと根ざしつつ、聖霊経験にもオープンな、バランスのとれたユニー

クな群れです。日本福音同盟側が「いわゆるカリスマ条項」を取り下げた今、

ＪＥＣの日本福音同盟への「加盟の時は満ちた」と言えると思います。ＪＥＣ

は二つの流れの間にあり、両者の架け橋的な役割が期待されています。 
 
■ 「福音派」についての誤解と真の定義 

 福音派と申しましたが、その範囲についての定義はさまざまです。ときど

きカリスマ派対福音派といった具合に狭い意味で対置する傾向が見受けられ

ますが、これは「福音派」の真の定義xxixと神の御旨を見失わせる危険があり

ます。今日の現象や議論のみに目を配るのではなく、歴史的かつ神学的に掘

り下げて検討することが大切です。宇田師は「福音派とは、１８４６年に結

成をみた福音主義同盟の９項からなる信仰基準xxxと、１９７４年の世界伝道

会議がだした『ローザンヌ誓約』の中に表明されている聖書的信仰と宣教観

を信奉する、聖霊派から改革派までのキリスト教共同体、あるいは連合体を

指す。」と簡潔に表現されています。ペンテコステ派・カリスマ派・第三の

波と呼ばれる諸教会は、当然のごとく「モザイクのように個性と特色をもつ

多様な教派の集まりである福音派の一員」なのです。 
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■ 歴史的必然としてのローザンヌ誓約への応答 

 ＪＥＣ宣教５０周年で採択されました＜ローザンヌ誓約第七項 伝道にお

ける協力＞には、以下の通り誓約されています。「私たちは、真理に根ざし

た、教会の可視的一致が神のみ旨であることを確認する。伝道はまた、私た

ちの一致を強く求めている。なぜかといえば、私たちの間の不一致が和解の

福音を台無しにしてしまうように、私たちの一致は私たちのあかしを強化す

るからである。だが、私たちは、組織・機構上の一致は多くの形態をとり得

るものであり、それは必ずしも伝道を推進するものとはかぎらないというこ

とも知っている。とはいえ、同じ聖書的信仰に立つ私たちは、交わりと、働

きと、あかしとにおいて、一致を密にすべきである。私たちは、私たちのあ

かしが、時として、利己的な個人主義や、むだな重複によって、損なわれて

きたことを告白する。私たちは、真理と、礼拝と、聖潔と、宣教とにおける、

より深い一致を求めて行くことを約束する。そして、私たちは、教会の宣教

活動の前進のために、相互の士気を鼓舞するために、資力と経験とを互いに

分ち合うために、地域的な協力と、機能上の協力をより一層発展させて行く

ことを推奨するものである。xxxi」誓約にある通り、ＪＥＣのみでなく、ペン

テコステ派・カリスマ派・第三の波と呼ばれる諸教会の「日本福音同盟」へ

の加盟は、歴史的必然であり、神の御旨に沿ったことであると確信します。 

 

************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 １１ 

―ミラード・Ｊ・エリクソン博士とＪＥＣ― 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■エリクソン博士とＪＥＣ 

この一年、使徒的キリスト教からはじめて「キリスト教二千年の歴史的展開」

をおおまかに概観してまいりました。今回と次回（最終回）は、「ＪＥＣの源流

と歴史的遺産の集大成とも言うべき組織神学書」を著述し、また「私たちの時代

における最も尊敬されるバプテストであり、福音主義の神学者であるxxxii」とい

われるエリクソン博士とＪＥＣについて考えてみたいと思います。 
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■ エバンジェリカルとしてのＪＥＣの神学の特色 

 エバンジェリカル（福音派）としてのＪＥＣの神学は、源泉への姿勢、つ

まり歴史的教理的ルーツとそれとの連続性を何よりも大切にすることを特色

としています。このことは、具体的には、「聖書に書いてあるとおり」（Ⅰ

コリント 15:3,4）をその展開の究極的原点とすることをはじめとして、公同

信条に表明され、「あらゆるところで（公同性）、常に（古代性）、すべて

によって（一致同意）信じられてきた」古代教会の正統信仰、１６世紀宗教

改革の神学、近世の福音主義諸信条、１７世紀プロテスタント正統主義、ピ

ューリタニズムを含む近代の敬虔主義と信仰復興運動との深い結びつきを常

に意識しています。そしてさらにより近い歴史的ルーツとしては、…基本的

に宗教改革の立場を強調していた１９世紀中葉の英国プロテスタントの基本

的反映と見られる前回記述しました福音主義同盟の９箇条ならびにローザン

ヌ誓約を共通に認めていると表現することができますxxxiii。そして、このよ

うな基盤の上にたって、この５０年の「十字架のメッセージ」や「聖霊経験

への強調」がありました。 

 

■ ＪＥＣの特質、それを組織神学のかたちで表現したとしたら 

 それでは、以上のような伝統に沿って、エバンジェリカル（福音派）とし

てのＪＥＣの神学はどのような組織神学的位置づけができるのでしょうか。

１９世紀後半から２１世紀初頭までのエバンジェリカル（福音派）における

神学研究を概観してみますと、欧米中心に多くのすぐれた神学者が活躍して

います。また教派別にみますと、改革派系、聖公会系、バプテスト系、ルタ

ー派系、ウェスレアン系、ディスペンセーション主義系等の多様な組織神学

書が出版されてきましたxxxiv。それらの中で、日本の福音派の神学的重鎮のひ

とりであられる宇田進師が最も高く評価されている組織神学者のひとりがエ

リソクン博士であり、彼の主著「キリスト教神学」です。この書物は、今後

ＪＥＣ、ＫＢＩを含め日本の福音派において教派を越えて「基準的な組織神

学書」として用いられていくことが期待されています。それが「いのちのこ

とば社」から出版されるゆえんです。 

 私の書斎にはかなりの数の「組織神学書」があります。そしてある時、Ｋ

ＢＩの高橋昭市師から「安黒先生、組織神学を教えてくださいませんか。」

と言われましたとき、洋書でありましたが迷うことなくエリクソン博士の「キ

リスト教神学」を選びとりました。どのような組織神学書を使用するかで、

その群れの神学的特質が５０年間規定されると確信していたからでした。そ

してその研究に没頭して今日まで導かれてきました。彼は私たちと同じくス

ウェーデン・バプテストの流れをルーツとするクリスチャンであり、福音主
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義とバプテストの遺産を忠実に継承・深化・発展させている神学者です。彼

の主著「キリスト教神学」の至るところにみられる「スウェーデン・バプテ

ストの特質」は、まさに「エバンジェリカル（福音派）としてのＪＥＣの神

学的特質を組織神学のかたちで表現したら、このようになるであろう。」と

心底から納得させるものです。くすしくもＪＥＣの教職者がその翻訳を受け

持つことになったのも、また以下に紹介します「関西における二つの来日講

演」の受け皿となりましたのも、あながち〝偶然〟ではなく、神の摂理の御

手のなす〝必然〟と言えるのかもしれません。 

 
■ＪＥＣ拡大教職者会：それは、ＪＥＣの〝空気〟にかたちを与える時 
 最初に、３月 11 日に西神・中国ブロックの教会が主催します「ＪＥＣ拡大

教職者会」の意義・目的を説明させていただきます。 
古代中国の戦争体験を集大成した孫子の兵法書には「彼を知り己れを知れ

ば百戦あやうからず 」とあります。ＪＥＣの特徴は「十字架と聖霊」という

言葉で表現されます。しかしそれだけではＪＥＣの一部分を理解したにすぎ

ません。ＪＥＣの宣教母国の教派的背景はスウェーデン・バプテスト系諸教

会であり、私たちＪＥＣはスウェーデン・バプテストの特質をあたかも〝空

気〟のように無意識に継承しています。今ＪＥＣは宣教５０周年を節目に、

新たな５０年の進路を見渡しています。それゆえ、それらの歴史的・教理的

遺産を正しく自覚しまた評価して継承・深化・発展させていくことが必要と

されています。 
まさに、そのような時に、エリクソン博士の主著『キリスト教神学』が出

版されることとなり、またその出版を機会にご本人をお招きできることとな

りました。博士は「教会への献身を伴って聖書的な主題を強調する神学は、

バプテスト的な主題を強調する神学を生み出すxxxv」と語っておられます。こ

のことはＪＥＣの神学が福音派全体の共有しうる公同的な神学的特質を宿し

ており、日本の福音派の中で穏健・中立・公平な座標軸的位置にたちうるこ

とを意味しています。またそのことにより、日本の福音派の中でますますか

けがいのない貴重な群れとなっていける可能性を秘めていると思います。私

たちＪＥＣが、この神の時を生かし、さらに「己(おの)れを知る」機会とさ

せていただき、「エリクソンの神学をＪＥＣの神学の座標軸として」福音派の

諸教派と連携を深め、宣教と教会形成と神学教育における共同戦線をより一

層強化していくことができればと願っています。 
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■関西講演会（一般公開）：あなたも神の創られる歴史の目撃者の一人に！ 
第二に、３月 12 日にＫＢＩで開催される「関西講演会」の意義・目的を説

明させていただきます。 
 この関西講演会は、主の恵みにより「福音主義神学会・西部部会春の研究

会」をいつもより一ヶ月繰り上げていただけることとなり、福音主義神学会

西部部会と関西聖書学院の共催のかたちで開催されます。関西の福音派の神

学校・大学の代表的な先生方が勢ぞろいされ、集会の奉仕を助けてください

ます。ひとりの神学者の講演に関西のみならず全国規模でこのような協力が

みられるのは、あのビリー・グラハム大会以来かもしれません。集められる

数では比べようもありませんが、福音派の神学に将来にわたって与え続ける

影響・質的内容という点では、それをはるかに凌駕しているといっても過言

ではないと思います。エリクソン博士は「牧会者のハートと学者の知性をあ

わせもつ神学者xxxvi」と評され、その分かりやすい語り口は世界的名スピーカ

ーとしての評価の高い方です。それゆえ教職者のみでなく信徒の方々にも有

益な講演会になると思われます。ある神学者は、「組織神学書は電話帳を読む

ようにではなく、讃美歌を歌うようにさせなさい。」とアドバイスしました。

博士の「キリスト教神学」はまさに〝魂のこもった讃美歌を賛美している〟

かのように分かりやすく、しかも高度な内容です。米国では、福音派系キリ

スト教大学・神学校、そして教職者と信徒の方々の間で教派を超えて基準的

組織神学書と高く評価されているものですxxxvii。 
今回の講演会では、著者自身の口から、主著「キリスト教神学」における

問題意識、そしてその今日的意義を語っていただきます。さらに聞くのみで

はなく、その価値を認め神学校の講義で用いている日本人教職者による「キ

リスト教神学」の本質をついたレスポンスと、さまざまの観点からの有意義

なディスカッション、そして全体総括へとひとつの流れとなって展開してい

きます。この講演会は「単なる講演会ではなく、日本の福音派の教職者が、

そして信徒の方々が『キリスト教神学』をどのように受けとめ、どのように

活用していくべきかの２１世紀の神学的指針」を提供する場となることでし

ょう。ご期待ください、そしてあなたも参加し、神が創られようとしている

歴史の目撃者となってください。 
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************************************************************************************* 

ＪＥＣの源流と歴史的遺産 １２ 

－ 結び － 

一宮基督教研究所 安黒務 

************************************************************************************* 

 

■ＪＥＣの神学的特徴：歴史神学の視野から、そして組織神学の視野から 

一宮基督教研究所の使命の一環として紙面をいただき、この一年間「ＪＥＣの

源流と歴史的遺産」のシリーズを連載させていただけましたこと、そしてＪＥＣ

とＪＥＣを越えた多くの方々、多くの教会から「一宮基督教研究所」の働きに対

する支援献金や資料購入の依頼を受けてきたことに心より感謝申し上げます。ま

た意図したわけではありませんが、この三月に連載の終了にあわせるかたちで「Ｊ

ＥＣの組織神学書」とも言うべき、拙訳の「キリスト教神学」がいのちのことば

社より出版されることにも神さまの不思議な導きを感じています。 

さてここまで、ＫＢＩでの「福音主義神学」の講義の蓄積をベースにして、二

千年の教会史における「ＪＥＣの源流と歴史的遺産」を神学的・教理的要素、歴

史的要素、社会的・文化的要素において見てまいりました。これらの記述を通し

ＪＥＣの立体的な把握を得る一助としてくだされば感謝です。今回は“歴史神学

の視野から”ＪＥＣの神学の特徴を眺望しましたが、また機会がありましたらＫ

ＢＩでの「組織神学」の講義の蓄積をベースにして“組織神学の視野から”ＪＥ

Ｃ神学の特徴についてご一緒に学べたらと思っています。 

 

■ＪＥＣとエリクソンの神学：良き伝統を継承・深化・発展させる軌道の敷設 

ＪＥＣ５０周年記念誌小論文として「私は２１世紀における JEC の神学のあり

方・方向性というものを真剣に考慮していくとき、“ミラード・J・エリクソンの

神学"を無視することはできないと思います。私の提案としてですが、『エリクソ

ンの神学を JEC の“神学的座標軸"と位置づけ、その下に JEC の過去と現在の霊

的遺産を適切に整理し、そして今後展開してゆくであろう種々のムーブメントを

適切に関係づける』というかたちで、JEC の流れの中のよきものを継承・深化・

発展させていく軌道を敷設することができると思います。」と書かせていただき

ました。 

毎年この季節にＫＢＩ神学生の卒業論文を読ませていただき感謝していますこ

とは、「人間論」「聖化論」「教会論」等の卒業論文において「エリクソンの組織神

学の学びを“神学的座標軸”とし、その座標軸の中に神学生個々人の問題意識や
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所属教派の理解を位置づけ、クリティカルに評価し新たな提言をする力が神学生

の間に増し加わっている」ことです。神学生の皆さんにこのような力が身につい

ていることは、神学生それぞれが所属している教派の伝統のうちの良きものを継

承・深化・発展させていく力がついていることを証ししています。私は神学生に

「皆さんは、それぞれの所属教派の未来を担う人々なのですから、手抜きをせず

に、世界的スタンダードな組織神学書である、このエリクソンの『キリスト教神

学』をしっかり学んで、バランスのとれた神学的な座標軸を身につけてくださ

い。」と常にチャレンジし、毎月のように「エリクソン神学」の各論におけるレ

ポートを提出してもらっています。最初は慣れない人もあり、不平不満もありま

したが、今ではそれぞれの力量に応じ、自発的かつ積極的にかなり充実したレポ

ートが提出されるようになってきています。神学生がこの学びの意義と真価に目

覚めてきている証拠です。 

ＫＢＩといいますと、これまでは「ペンテコステ・カリスマ系で伝道熱心では

あるが、神学教育では見るべきものがない。」というのが、福音主義神学会や保

守的福音派の人々の誤った評価でありました。しかし、今回のエリクソン博士の

書籍翻訳と講演会を契機として「ＫＢＩとＪＥＣとは、ペンテコステ・カリスマ

的経験にオープンでありつつ、エリクソン博士の『キリスト教神学』を座標軸に

する群れである」ことが公けのものとなり、神学の内実においても高い評価を受

けつつあります。 

ＪＥＣはまもなく「日本福音同盟（ＪＥＡ）」に加盟しようとしています。そ

してその先には、日本福音同盟の独立した神学研究部門ともいえる「日本福音主

義神学会（ＪＥＴＳ）」への入会が視野に入ってきます。私には夢があります。

それは、「将来ＪＥＣやＫＢＩ卒業の教職者の中から福音主義神学会xxxviiiで活躍

し貢献していく多くの人材が育っていくこと」です。それは神学と実践の両面に

おけるバランスを重んじるＪＥＣとＫＢＩのビジョンにもかなうことです。“雨

後のたけのこ”のように新しい神学校が作られては消え、消えては作られる、神

学校の“サバイバル（生き残り）”競争の時代において、今ＫＢＩは宣教のパト

ス（情熱）に満ちた大田院長の下、諸教師方とともに充実した神学のロゴス（論

理）を提供する神学教育を目指してまい進しています。ペンテコステ・カリスマ

の経験にオープンでありつつ、このように神学の面でも充実しバランスのとれた

神学校を日本では他に見出すことはできません。 

 

■“継続神学教育機関”としての一宮基督教研究所の新たな挑戦は続きます 

私は今後、邦訳されたエリクソン博士の「キリスト教神学」が、ＫＢＩにおい

てだけでなく、ＪＥＣの各教会の聖書研究会や信徒リーダー・ＣＳ奉仕者の方々

のメッセージ準備に、また「組織神学的瞑想」として信徒の皆さんの個人的なデ
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ボーションにおいて用いられていくことを願っています。ＪＥＣの総会において

は、我喜屋師・道本師・富浦師の歴代の理事長が、スウェーデン・オレブロ・ミ

ッション（現在のインターアクト）の良き伝統の継承を語ってこられました。私

もまた、オレブロの宣教師が開拓され、ＪＥＣの第一世代の教職者の先生方が築

きあげてくださったＪＥＣの群れ、またＫＢＩの学び舎が、ＪＥＣ・ＫＢＩの神

学の集大成としての「キリスト教神学」を通して伝統の中の良きものを継承・深

化・発展させていくことを切に祈っています。「一宮基督教研究所」の機能もそ

の線上にあります。教会でもなく、聖書学校でもなく、宣教団体でもありません

が、神さまからの特別な召しと賜物をいただいているユニークな働きであると信

じ、ＪＥＣとＫＢＩの“継続神学教育機関”としての一宮基督教研究所の新たな

挑戦は続きます。引き続き、この小さな働きを覚えて祈り支えていただければ感

謝です。 

                                                  
i  ストット：英国の福音派（エバンジェリカル）のリーダーのひとり。 
ii  ローザンヌ会議：1974 年にスイスのローザンヌで開催された世界伝道会議 
iii 宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、p.54-55 
iv  奥山実「伝道学」講義ノート 
v  本居宣長：1730～1801 名著「古事記伝」に代表される江戸中期の国学者。 

vi  滝元明「千代に至る祝福」いのちのことば社、1972、pp.17-18 

vii  宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、1993、pp.60-67 
viii  宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、pp.68-87 
ix  ウォッチマン・ニー「キリスト者の標準」いのちのことば社、pp.1-22 
x  Millard.J.Erickson,“Introducing Christian Doctrine”Baker, p.345 
xi  宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、pp.88-96 
xii  渡辺公平「弁証学講義要綱」講義資料、pp.1-7 
xiii  日本バプテスト教会連合「信徒手帳」、pp.69-75 
xiv  宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、pp.97-103 
xv  丸山忠孝「信条学」講義ノート、pp.50-51 
xvi  宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、pp.104-107 
xvii  Ｓ．Ｅ．オールストローム「アメリカ神学思想史入門」教文館、pp.58-59 
xviii  Millard.J.Erickson、“Christian Theology”、Baker、書評 
xix 宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、1993、pp.108-118 
xx ウォッチマン・ニー「キリスト者の標準」いのちのことば社 
xxi Dana Roberts〝Understanding Watchman Nee〟Haven Books,1980, pp.50-51 
xxii 〝Five Views on Sanctification〟、J.Robertson McQuilkin ’Keswick View’,1987,pp.152-156 
 
xxiii  宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、1993、pp.118-124 
xxiv Ｓ．Ｅ．ミード「アメリカの宗教」日本基督教団出版局、1978、pp.18-19 
xxv 一宮基督教研究所ブックレット・資料カタログ（無料）［問い合わせ・申し込み先：℡ & 
Fax.0790-72-0235（昼）、63-0252（夜）、E-Mail: aguro@mth.biglobe.ne.jp］ 
xxvi 宇田進「福音主義キリスト教と福音派」いのちのことば社、1993、pp.125-126 
xxvii 宇田進、前掲書、pp.126-129 

 32 



                                                                                                                                                  
xxviii ジョン・マーレー「聖書の贖罪観」オランダ・キリスト教文庫、1993、宇田進『補論：

プリンストン神学とジョン・マーレー教授』pp.78-79 
xxix 熊澤義宣、野呂芳男編「総説 現代神学」日本基督教団出版局、1995、宇田進『現代福

音派教会の神学』pp.187-188 
xxx 宇田進「総説 現代福音主義神学」いのちのことば社、2002、pp.435-440 
xxxi J.R.W.ストット／宇田進訳「ローザンヌ誓約―解説と注釈―」いのちのことば社、1976、
pp.64-65 
xxxii D.S.ドッケリー編集「福音主義の思索における新しい次元」、『ミラード・Ｊ・エリクソ

ン：教会のための神学者』、p.20 
xxxiii熊澤義宣、野呂芳男編「総説 現代神学」日本基督教団出版局、1995、宇田進『現代福

音派教会の神学』p.197 
xxxiv 前掲書、pp.198-205…戦前・戦後の福音派の著名な組織神学者と著作の解説。 
xxxv 前掲書、p.21 
xxxvi 前掲書『ミラード・Ｊ・エリクンソンの著作についての文献的エッセイ』、p.443 
xxxvii 前掲書、p.19 
xxxviii 「日本福音主義神学会」…1970 年４月の創立以来、日本福音主義神学会は聖書信仰

に立つ福音主義諸教会の健全な成長と発展を願い、その神学研究を助け、相互の交わりを

図っています。活動は、西部・中部・東部の各地区で春季と秋季の研究会、隔年に全国研

究会議、学会誌「福音主義神学」が毎年発行されています。教職者・信徒・神学生それぞ

れの立場で入会ができます。希望者は安黒までお問い合わせください（推薦人にならせて

いただきます）。 

 33 


